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大腸菌,葡 萄状球菌竝ニ連鎖状球菌 「アンチ

ヴィルス」ノ静脉内使用ノ際ニ於ケル家兎

血壓竝ニ 呼吸ニ及ボス影響ニ就テ

岡山醫科大學津田外科教室(主 任津田教授)

濱 田 英 治 郎

[昭 和8年5月27日 受 稿]

Aus der chir. Abteilung von Prof. Tsuda an der Okayama med. Fakultat

(Direktor: Prof, Dr. Seiji tsuda).

Uber den Einfluss der intravenosen Injektion von Coli-, Staphylo-und
Strepto-antivirus sowohl auf den Blutdruck, als auch auf die

Atembewegungen des Kaninchens.

Von

Dr. Eijiro Hamada.

Eingegangen am 27. Mai 1933.

Verfasser hat den Einfluss der intravenosen Injektion von Coli-, Staphylo-und

Streptoantivirus sowohl auf den Blutdruck, als auch auf die Atembewegungen beim

Kaninchen untersucht, und ist zu folgenden Resultaten gekommen.

Wenn eine geringere Menge als 2.0cc Pro Kg von diesem Antivirus injiziert wird,

ist der Einfluss des Antivirus auf den Blutdruck und die Atembewegungen voruber-

gehend und in leichtem Grade konstatierbar.

Wenn eine geringere Menge als 1.0cc Pro Kg von diesem Antivirus angewandt

wird, ist der Grad desselben Einflusses noch geringer. So konnen wir das Antivirus

intravenos unter dieser Dosis, ohne Berucksichtigung auf den Blutdruck und die

Atembewegungen anwenden. (Autoreferat).
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第1章 緒 言

1923年Besredka氏ニ 依 リテ提唱 セラレ タ

ル「アンチヴィルス」ハ,爾 來諸家ニ 依 リテ實

驗的ニ,或 ハ臨牀 的ニ 研究 セラ レ,其 ノ效果

ハ一般 的ニ 承認セラルルニ至レ リ.然レ ドモ

從來ニ 於 ケル臨牀 報 告タル ヤ,主 トシテ外科

的,婦 人科的,皮 膚科泌尿器科的,將 又耳鼻

咽喉科的方面等廣 汎ニ亙 レルニ拘 ラズ,其 ノ

應用方法ニ 至 リテハ濕 布,塗 布(軟 膏)等 ノ形

式 ニシテ,主 トシテ外用 トシテ使用 セラルル

ニ止マ リ,適 々之 ガ手術創ニ 使用セラルル場

合ニ 於 テモ,「 タ ンポ ン」,洗滌 ノ程度ニ 止マ

リテ,未 ダBesredka氏發表當 時 ノ使用 域ヲ

脱 セザ リキ.然 ルニ1930年 西 山氏ハ 之 ガ腹腔

内使用 ヲ企圖シ,實 驗的ニ著效 アルコ トヲ報

ジ,更ニ1931年 恩 師津田致授 ハ急性腹膜炎治

療ニ 之ガ腹腔 内使用例 ヲ,更ニ1932年 清水氏

ハ蟲樣 突起 炎手術時 ノ腹腔内應 用例ヲ報告セ

リ.蓋 シ「アンチヴ イル ス」使用上 一進歩 ヲ來

セル モノ ト言 フヲ得ベ シ.然 ルニ之 ガ静脉 内

使用ニ 至 リテハ,余 寡聞 ニシテ未 ダ其 ノ報告

アル ヲ知 ラズ.今 若 シ此「アンチヴイル ス」ガ

何等 ノ危懼 モ無ク静脉 内ニ 使用 シ得 ルコ トヲ

確定 シ得ルナ ラバ,吾 人ガ日常遭遇スベ キ急

性化膿性疾患 ノ總テニ之 ヲ應用 シ得,而 モ生

命ヲ脅威 スベキ血行内感染ニ 向 ッテ,其 ノ病

原體ニ 直接作用 セシムル コ トヲ得バ,之 ガ治

療 ニ一新生面ヲ開クコ トトナルベ シ.仍 テ余

ハ 「アンチヴ イルス」 ノ静脉 内使用 ヲ企 テ,

先 ヅ一般的ニ 吾人 ガ日常遭遇スル化膿菌 ヨリ

製 セル「アンチヴイル ス」,即ロチ,葡 萄状球菌

「アンチヴ イルス」,連鎖 状球菌 「アン チヴイ

ルス」及ビ 大腸菌 「アンチヴイ ルス」ノ3種 ヲ

選ビ,コ レヲ實驗的ニ 家 兎耳静脉 内ニ注射 シ,

血壓竝ニ 呼吸ニ 及ボス影響ニ 就 キ檢 セルニ,

認 ム可キ成績 ヲ得タルヲ以テ,之 ヲ爰ニ 報 告

シ,先 輩諸彦 ノ御批判 ヲ乞 ハ ントス.
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第2章 實 驗材料及ビ實驗方法

第1節 實驗材料

實 驗 動物 トシテハ,體重1.5乃 至2.5kgノ 活溌 ナ

ル 若 キ家兎 ヲ使 用 セ リ.麻醉劑 トシテハ 「ウ レタ

ン」 ヲ使 用 セ リ.使 用「ア ンチ ヴイ ルス」ハ,大 腸

菌,葡 萄状 球 菌,連鎖状 球 菌「ア ンチヴ イル ス」ノ

3種ニ シテ,當 外 科 教室ニ 於 テ手術ニ 依 リテ得 タ

ル毒 力強 キ菌 種 ヲ選 ビテ 製 作 シ,常ニ 其 ノ新 鮮 ナ

ルモ ノヲ使 用 セリ.其 ノPHハ 大腸 菌「ア ンチ ヴイ

ル ス」8.6,葡 萄 状球 菌 「ア ンチ ヴイ ルス」8.5,連

鎖状 球 菌 「ア ンチ ヴイ ル ス」6.0ナ リ.

對 照 實驗 液 トシテ ハ 滅菌 生理 的 食鹽 水,正 常 肉

汁(PH 7.2)竝ニ 炭 酸 曹達 又 ハN/10鹽 酸 ノ添加 ニ

依 リ其ノPHヲ8.5及ビ6.0ト ナセ シ肉 汁 ヲ使 用 セ

リ.而 シテPH 8.5肉 汁 ハ葡萄状 球 菌 「ア ンチ ヴイ

ル ス」PH 6.0肉 汁ハ連鎖状 球 菌「ア ンチ ヴイ ルス」

ノ各PHニ 付 キテ ノ對 照實驗 液 トシテ使 用 シ,PH

8.6ナ ル大 腸 菌「ア ンチ ヴイス 」ノPHニ 付 キテ ノ

對照 肉 汁液ノ 使 用 ハ之 ヲ省 略シ,PH 8.5肉 汁液 ノ

使 用 ノ實 驗成 績 ヲ以 テ代 用 セ リ.

第2節 實 驗 方法

先ヅ家兎ノ皮下ニ20%「 ウレタン」溶液ヲ,家兎

體 重1kgニ 付 キ5.0ccノ 割 合ニ 注 射 シ,30分 乃至

1時 間放 置 シ,完 全ニ 麻醉ニ陷 リタル後,實 驗 机

上ニ 仰臥 セ シ メ,頭 部,四 肢 ヲ緊縛 固定 シ,頸 部

前半 ヲ剃 毛 シ,沃 度 丁幾 皮膚 消毒 ヲ施 シ タル後,

中央 部ニ 縦 切開 ヲ加 へ 交 感 神經 及ビ 副 交 感紳 經

ノ刺 戟,損 傷 ヲ避 ケ,且 出 血 ヲ防 ギ,實 驗ニ 必要 ナ

ル範圍ニ 於 テ,氣 管竝 ニ頸 動豚 分 離 ヲ行 ヒ,之 ニ

各 々 氣管,動脉 「カニ ウ レ」ヲ挿 入 シ,之 ヲMarey'

scher Tambour及ビLudwich'scher Manometer

ニ連 結 シ,「ヘー ベル」 ヲ通 ジテ其 ノ運勲 ヲ 「キ モ

グラ フイ オ ン」 ノ煤紙 上ニ 描 記 セ シ メ タ リ.茲 ニ

於 テ,豫 メ準備 セル所 要 「ア ンチ ヴイ ル ス」(家 兎

體 重1kgニ 付 キ1.0, 1.5, 2.0, 2.5cc)ヲ 滅菌 注射

器 ニ採 り,脱 毛 消毒 セ ル家 兎 耳殻静脉 内ニ,可 及

的 動 物 ノ刺戟 運 動 ヲ起サ ザ ラ ンコ トニ努 力 シテ,

先 ヅ 注射針 ヲ刺入 セ リ.而 シテ 萬一,呼 吸,血 壓

ニ異常 ヲ招 來 セ ル場合ニ 於 テ ハ,暫 時注 射針 刺 入

ノ儘 静 止 シ,之 等 ノ平靜ニ 復歸 ス ル ヲ待 チ,徐 ロ

ニ該 實 驗液 ノ輸 入 ヲ行 ヘ リ.尚 ホ家兎 ハ1實驗 ニ

1兎 ヲ使 用 シ,注 射 重複 ヲ避 ケ タ リ.對 照 トシテ

ハ 前 記同 一 ノ諸 條件 ノ下ニ,滅 菌 生理 的食鹽 水 竝

ニ肉 汁(PH 7.2, 8.5, 6.0)ヲ 使 用 セ リ.

第3章 實 驗 成 績

第1節 對 照試驗

第1項 生理的食鹽水 ヲ使用 セル場合

本項ニ 於 テハ次 ニ記述 スルガ如クPro kg

1.5cc使 用時ニ於テ血壓竝 ニ呼吸ニ輕微 ナル

變動ヲ來 セシニ過 ギズ.勿 論之以下 ノ使用量

ニ於 テハ一層 微弱ナル變 動 ヲ招來 スル ニ過 ギ

ザルモノ ト推察 シ得ベ シ.猶 ホPro kg 1.5cc

使用 時トPro kg 2.5cc使 用時 トニ於テ其 ノ

實驗成績 ニ著大ナル懸隔 ヲ見 ザ リキ.依 リテ

本實驗液Pro kg 1.0cc竝ニ2.0cc使 用 ノ實驗

ハ之 ヲ省略セ リ.

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.5cc注 射 ノ場合

實驗装置ヲ施セル家兎ノ耳殼靜脉 内ニ,無 菌生

理的食鹽水ヲ家兎體重1kgニ 付キ1.5ccヲ 徐々ニ

注入セニ,第1圖 ノ如キ成績ヲ得タリ.即 チ,

血壓竝ニ呼吸運動ノ稍々安定セル時,矢 印ノ部位
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ニ於テ實驗液ノ輸入ヲ行ヒタルニ,血壓 ハ注射後

僅 ニ上昇ヲ見タルモ瞬時ニシテ正常ニ復シタリ,

呼吸作用ニ於テモ一瞬輕度 ノ呼吸淺薄ヲ來セシ外

異常ヲ見ザ リキ.

第1圖

2. 家 兎體 重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場 合

本實驗ニ於テハ第2圖 ニ見ルガ如ク,血壓 ハ注

射後徐々ニ正常血壓ヨリモ約5mmノ 上昇ヲ來セ

シ後,次 デ漸次下降シテ舊位ニ復シタリ.呼 吸作

用ニ於テハ血壓ノ上昇 ト一致シテ輕微ナル呼吸深

大ヲ來セシモ,暫 時ニシテ常態ニ恢復シタリ.

第2圖

以 上ノ實驗 ニ依 リ,生 理的食鹽水注射 ノ場

合ニ 於 テハ,Pro kg 1.5cc使 用 時 ニ於 テ一時

輕度 ノ血壓竝ニ 呼吸 ノ變化 ヲ來 シ,Pro kg

2.5cc注 射 時 ニ於 テモ暫時僅 ニ血壓上騰,呼

吸深大ヲ招來 セ シニ過 ギズ.而 シテ之等ノ變

動 ノ恢復 ハ小量使用時ニ 於 テヨリモ,大 量使

用時 ニ於テ比較的遲 延 ス レドモ,Pro kg 2.5cc

使 用 時ニ於 ケル場 合 ト雖モ猶ホ2分 ヲ出 デズ

シテ全ク舊態 ニ恢復ス.

第2項 正常肉汁(PH 7.2)ヲ 使用 セ

シ場 合

本項ニ於テモ亦前項 ノ初メニ記述 セ シト同

様 ナル理由ニ基キ,本 實驗液Pro kg 1.0cc竝

ニ2.0cc使 用 ノ實驗ハ之 ヲ省略 セリ.

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.5ccノ 場 合

本實驗ニ於テハ次圖ニ見ルガ如ク,血 壓ハ注射

後徐々ニ約5mmノ 下降ヲ來シ,次 デ少許ノ變動

ヲ経過セシ後漸次正常ニ恢復シタリ.呼 吸作用ニ

於テハ著變ヲ認メザリキ.

第3圖

2. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ第4圖 ニ見ルガ如ク,注 射後血

壓ハ急速 ニ下降シテ平均血壓ヨリモ約7mmノ 下

降ヲ見シ後,漸 次徐々ニ上昇シテ,暫 時反射的ニ

輕度ノ血壓上騰ヲ來シタリシモ次イデ次第ニ舊態

ニ恢復シタリ.呼 吸作用ニ於テハ著變 ヲ認メザ リ

キ.
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第4圖

上述第2項 ノ實驗成績ニ依 レバ,正 常肉汁

Pro kg 1.5cc, 2.5ccノ 何レノ 注射時 ニ於 テモ

血壓 下降 ヲ來 シ,之 等 血壓 ノ變動 ハPro kg

1.5cc使 用 時 ニ於 テ約2分,Pro kg 2.5cc使 用

時 ニ於 テハ其 ノ正常ニ復 スル事稍 々遲延 シ約

5分 ニ シテ全 ク舊位 ニ復 ス.呼 吸作用ニ於 テ

ハ共ニ著變ヲ見ズ.

第3項 PH 8.5ノ 肉 汁 ヲ使用 セシ場合

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.0cc注射 ノ場合

本實驗ニ於テハ第5圖ニ 見ルガ如ク,血 壓ハ注

射後稍々急ニ約5mm下 降 シ,次イデ上昇シテ殆 ド

恢復シタリシモ,再ビ急 速ニ下降シテ正常血壓ヨ

第5圖

リモ約10mmノ 降 下 ヲ來セ シ後,迅速ニ 約5mm

ヲ恢 復 シ,暫 時安 定 シ タ リシ モ次 第 ニ上騰シ テ舊

血 壓ニ 移 行 シタ リ.呼 吸作 用 ニ於 テ ハ著變 ヲ見 ザ

リキ.

2. 家 兎體 重1kgニ 付 キ1.5cc注 射 ノ場 合

此場 合 ニ於 テ ハ次 圖 ニ示 スガ如 ク,注 射 後 血壓

ハ迅速 ニ約10mm下 降 セ シ後徐 々 ニ上 昇 シ,一 時

反 射的 ニ正常 ヨ リモ輕 度 ノ血 壓上 騰 ヲ來 シタ リシ

モ,暫 時 ニ シテ舊 ニ復 セ リ.呼 吸 作用 ニ於 テハ 血

壓 降下 ト一致 シテ稍 々深 大 トナ リ シモ,血 壓 ノ恢

復 スル ニ伴 ヒ,呼 吸 モ亦 正 常 ニ復 シタ リ.

第6圖

3. 家 兎體 重1kgニ 付 キ2.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ第7圖 ニ見ルガ如ク,血 壓ハ注

射後急速ニ約10mm下 降 シ,直 チニ急速ニ上昇シ

テ其ノ大部ヲ恢復シタリシモ,更 ニ再 ビ僅ニ下降

第7圖
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セ シ後 徐 々 ニ正常 ニ復 シタ リシモ次 イ デ徐 々 ニ下

降 シテ輕 度 ノ血壓 降 下 ヲ殘 シタ リ.呼 吸 作用 ニ於

テハ血 壓 ノ下 ト一 致 シテ一 時 僅 ニ呼 吸深 大 トナ

リタ リ.

4. 家 兎 體 重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場 合

此 場 合 ニ於 テハ 血壓 ハ注 射 後迅 速 ニ約12mmノ

下 降 ヲ見 タ リシモ,直 チニ急速ニ 上 昇 シテ 殆 ド正

常 ニ恢 復 シ タ リシモ,再 ビ急 ニ輕 度ノ 下 降 ヲ來 セ

シ後徐 々ニ上 騰 シテ略 ボ舊 位 ニ復 シ タ リ.呼 吸 作

用 ニ於 テ ハ 血壓 ノ下 降 ト一 致 シテ一 時 僅 ニ深 大 ト

ナ リタ リ.

第8圖

以上 ノPH 8.5ノ 肉 汁使用 ノ實驗成績 ヲ通覧

スルニ,血 壓 ハ注射 後何 レノ場合 ニ於 テモ下

降ヲ招來ス ルモ,3乃 至5分 ノ後 ニ於 テハ略

ボ舊態ニ恢復 ス.呼 吸作用ニ於テハ著變 ナキ

カ又 ハ血壓 ノ下降 ト一致 シテ一 時呼吸深大 ト

ナルキ,血 壓 ノ恢復スル ト共 ニ何 レモ正常ニ

復ス.

第4項 PH 6.0ノ 肉汁 ヲ使用 セシ場合

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ第9圖 ニ付キテ見ルガ如ク血壓

ハ注射後迅速ニ約8mmノ 孔下降ヲ來セシモ直チニ

上昇 シテ其 ノ半 パ ヲ恢 復 セ シ状 態 ヲ暫時 保 持 シ タ

リシモ,後 徐 々 ニ上 騰 シテ略ボ 正 常 ニ復 シタ リ.

呼 吸 作 用 ニ於 テハ何 等 認 ムベ キ變 化 ヲ來 サザ リ

キ.

第9圖

2
. 家 兎體1kgニ付 キ1.5cc注 射ノ 場 合

此場 合 ニ於 テ ハ,次圖 ニ於 テ見 ルガ如 ク注射 後

血 壓 ハ急速 ニ約5mm下 降 ヲ來 シ,暫 時徐 々ニ

少許 ノ移 動 ヲ示 セ シ後,再 ビ迅 速 ニ正常 ヨ リモ約

10mmノ 下 降 ヲ見タ リシモ,直 チ ニ稍 々急 速ニ 上

昇 シテ舊 血壓 域 ヲ脱 シテ輕 度 ノ高 血壓 ヲ保 持 シ暫

時 ノ後 正 常 ニ復 シタ リ.呼 吸 作用 ニ於 テハ 血壓 ノ

下 降 ト一致 シテ一 時稍 々 深大 トナ リタ リ.

第10圖
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3. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.0cc注 射 ノ場 合

本實驗ニ於テハ注射後血壓ハ急速ニ約13mmノ

下降ヲ招來シ,暫 時少許ノ異動ヲ示セシ後稍々迅

速ニ略ボ舊位ニ復シタリシモ,漸 次猶ホ上昇シテ

一時反射的ニ輕度ノ血壓上騰ヲ見 タリシ後,次 第

ニ略ボ舊態ニ復シタリ.呼 吸作用ニ於テハ血壓ノ

下降ト一致シテ一時痙攣的ニ呼吸深大 トナリ,次

イデ血壓ノ反射的ニ上昇セシ間却ツテ輕度ノ呼吸

浅薄ヲ來シタリ.

第11圖

4. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血壓ハ注射後急速ニ約10mmノ

下降ヲ來シ,直 チニ僅ニ恢復シタリシモ次イデ速

ニ下降セシ後,徐 々ニ上昇シテ反射的ニ一時舊血

壓域ヲ輕度ニ脱出シタリシモ,漸 次下降シテ輕度

第12圖

ノ血壓降下ヲ殘シタリ.呼 吸作用ニ於テハ血壓ノ

下降スルニ從ヒ輕度ノ呼吸深大ヲ來 シ,次 イデ血

壓上騰スルニ伴ヒ暫時却 ツテ呼吸淺少 トナリタリ

シモ血壓ノ全ク正常ニ復セシト共ニ呼吸モ亦舊態

ニ復 シタリ.

以 上 ノPH 6.0ノ 肉 汁使用ノ實驗成績 ヲ通覧

スル ニ,血 壓 ハ注射後何 レモ下降 ヲ來スモ約

3乃 至5分 ニシテ略ボ正常 ニ恢復 シ,呼 吸作

用 ニ於 テモ血壓 ノ變動 ト共 ニ輕度 ノ呼吸深大

或ハ淺少 ヲ惹起 スルモノアルモ,血 壓 ノ恢復

スル ト共 ニ全ク舊態 ニ復歸 ス.

第2節 大腸菌「アンチヴィルス」

(PH 8.6)ヲ 使用 セシ場合

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.0cc注 射 ノ場 合

本實驗ニ於テハ注射後血壓ハ徐々ニ約4mmノ

下降ヲ來 シ,次 イデ徐々ニ復シツツアリシモ,再

ビ次第ニ下降シテ正常血壓ヨリモ約6mmノ 下降

ヲ來セシ後,緩 徐ニ上昇シテ舊位ニ復シタリ.呼

吸作用ニ於テハ殆 ド變化ヲ認メザリキ.

第13圖

2. 家 兎體 重1kgニ 付 キ1.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ注射後血壓ハ次第ニ約3mmノ
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下降ヲ來シ,次 イデ徐々ニ上昇シテ舊血壓域 ヲ脱

シ却ツテ正常血壓ヨリモ約5mmノ 上騰ヲ示シタ

リシモ,直チニ 漸次下降シテ舊血壓ニ比シ約5mm

ノ下降ヲ來セシ後暫時ニシテ次第ニ恢復シタリ.

呼吸作用ニ於テハ注射後一時稍々淺小トナリタリ

第14圖

3. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.0cc注 射 ノ場 合

本實驗ニ於テハ注射後血壓ハ稍々急速ニ約7mm

ノ下降ヲ來シ,暫 時微小ナル變動ノ後再ビ徐々ニ

下降シテ正常ニ比シ約12mmノ 下降ヲ示セ シ後,

緩徐ニ次第ニ恢復シタリ.呼 吸作用ニ於テハ注射

後一時稍々呼吸深大トナリタリ.

第15圖

4. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血壓ハ注射後徐々ニ約3mmノ

下降ヲ來 シ,直 チニ次第ニ上昇シテ舊血壓域ヲ越

ユルコト約3mmニ 及 ビタリシモ暫時ニシテ緩徐

ニ下降 シテ遂ニ正常ヨリモ約5mmノ 血壓降下ヲ

殘シタリ.呼 吸作用ニ於テハ注射後一時稍々呼吸

深大 トナリタリ.

第16圖

以上 ノ大腸菌「ア ンチヴイルス」使用 ノ實驗

成績 ヲ通覧 スルニ,注 射 直後 ニ於テハ何 レノ

場合ニ於 テモ血壓ハ一 時下降 ス.而 シテPro

kg 1.0cc竝 ニ2.0cc使 用 ノ場合ニ於 テハ第一

次 ノ下降後 直チニ上昇 シテ正常 ニ復 シタ リシ

モPro kg 1.5cc竝 ニ2.5cc注 射 ノ場合ニハ第

一次軽度ノ下降 ノ後 一時舊血壓域ヲ脱 シテ却

ツテ血壓 上騰 ヲ來 シタ リシモ次 イデ第 二次 ノ

下降 ニ向ヒ タ リ.其 ノ全 ク恢復 ニ要 スル時間

ハPro kg 1.0cc使 用時 ニ於 テ約3分,Pro kg

1.5cc竝 ニ2.0cc使 用時 ニ於 テ約10分 ヲ要 シ

タ リ.大 量(Pro kg 2.5 cc)

使用 時ニ於 テハ暫時 ノ血壓

變動 ノ後遂 ニ輕度 ノ血壓降

下 ヲ殘ス.呼 吸作用 ニ於 テ

ハ何 レモ注射 後一時的ノ輕

度 ノ變動 ヲ來 スノミ ナ リ.

第3節 葡萄状球菌「アンチヴイル ス」

(PH 8.5)ヲ 使用 セシ場合

1. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ血壓ハ徐々ニ約5mm下 降 シ,

次 イデ緩徐ニ上昇シテ常態ニ復シタリ.呼 吸作用

ニ於テハ注射後瞬時軽度ノ呼吸深大ヲ來シタリ.
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第17圖

2. 家 兎體重1kgニ 付 キ1.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血壓ハ注射後急速ニ約10mm下

降 シ直チニ迅速ニ上昇シテ常態ニ復シタリシモ,

次イデ一時反射的ニ輕度 ノ血壓上騰ヲ見タリ.呼

吸作用ニ於テハ著變ヲ見ザリキ.

第18圖

3. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ血壓ハ注射後急速ニ約8mmノ

下降ヲ來シ,直 チニ速ニ上昇シテ舊ニ復シ後一時

輕度ノ血壓降下ヲ來シタリシモ漸次正常ニ恢復シ

タリ.呼 吸作用ニ於テハ著變ヲ認メザリキ.

第19圖

4. 家 兎體重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血壓ハ急速ニ約10mmノ 下降

ヲ來シ,暫 時輕度 ノ異動ノ後次第ニ上昇シテ一時

舊血壓ニ復シタリシモ,次 イデ徐々ニ下降シテ正

常ニ比シ約5mmノ 血壓降下ヲ殘シタリ.呼 吸作

用ニ於テハ著變ヲ認メザリキ.

第20圖

以上 ノ葡萄状菌球 「アンチヴイルス」使用 ノ

實驗成績 ヲ通覧スルニ,注 射後何 レノ場合 ニ

於 テモ一時血壓降下 シ.其 ノ注射量Pro kg
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2.0cc以 下 ナル時ハ約2乃 至5分 ニ シテ全 ク

奮態ニ復 スルモ,大 量(Pro kg 2.5cc)使 用

時 ニ於 テハ注射後5分 ニシテ一 時正常 ニ復 シ

タ リシモ後輕度 ノ血壓降下 ヲ殘 シタ リ.呼 吸

作用 ニ於 テハ一般 ニ著變 ヲ來 サズ.

第4節 連鎖 状球菌「アンチヴイ

ル ス」(PH 6.0)ヲ 使 用 セ

シ場合

1. 家 兎體 重1kgニ 付 キ1.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ血壓ハ注射後徐々ニ約3mm上

昇 シ,次 イデ次第ニ下降シテ正常血壓 ヲ脱シ約

2mmノ 血歴下降ヲ來セシモ,直 チェ徐 々ニ上騰

シテ舊血壓 ニ移行シタリ.呼 吸作用ニ於テハ血

壓降下 ト一致シテ一時輕度ノ呼吸深大ヲ來シタ

リ.

第21圖

2. 家 兎體 重1kgニ 付 キ1.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血歴ハ注射後徐々ニ約8mm上

昇 シ,次 イデ緩徐 ニ下降シテ正常ニ復 シタリ.呼

吸作用ニ於テハ著變ヲ認メザリキ.

第22圖

3. 家 兎體 重1kgニ 付 キ2.0cc注 射 ノ場合

本實驗ニ於テハ血壓ハ注射後徐々ニ約10mm上

昇セシ後直チニ次第ニ下降シテ正常ニ復シタリ.

呼吸作用ニ於テハ蓍變 ヲ認メザ リキ.

第23圖

4. 家 兎髄重1kgニ 付 キ2.5cc注 射 ノ場合

此場合ニ於テハ血壓ハ注射後徐々ニ約5mmノ

上昇ヲ來シ,次 イデ僅ニ下降 シテ一時輕度ノ血壓

よ騰ヲ持續 シタリシモ後漸次下降シテ正常血壓域
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ヲ脱 シテ輕度ノ血壓降下ヲ殘シタリ.呼 吸作用ニ

於テハ血壓降下ト一致シテ稍呼吸深大 トナリタリ.

第24圖

以上 ノ連鎖 状球菌「アンチヴイルス」使用 ノ

實驗成績 ヲ通覧 スルニ,血 壓 ハ注射 直後 ニ於

テハ 何 レモ上昇 シ,注 射量Pro kg 2.0cc以 下

ナル時 ハ約3分 以 内ニシテ概 ネ正常 ニ復 スル

モ,大 量(Pro kg 2.0cc)使 用時 ニ於 テハ結

局輕度 ノ血壓下 降ヲ殘 ス.呼 吸作用 ニ於 テハ

一般 ニ著變 ヲ見ズ.

第4章  總括竝ニ 考案

上記實驗成績 ヲ通覧 スルニ,3種 「アンチ

ヴイルス」使用 ノ場合 ニ於 テハ,注 射後何 レ

モ多少 ノ血壓竝 ニ呼吸 ノ變動ヲ惹起 スル モ,

其 ノ大量(Pro kg 2.5 cc)使 用時 ニ於 テ ノミ

輕度 ノ血壓降下 ヲ殘存スル外,暫 時ニ シテ全

ク正常ニ復歸 ス.今 先ヅ 其 ノ血壓 ノ變動ニ就

キテ觀 察スルニ,使 用 セル「アンチヴイル ス」

ノ種類 ニ依 リ多少其 ノ波型 ヲ異ニス.即 チ大

腸 菌 「アンチヴイルス」竝 ニ葡萄状球 菌「アン

チヴイル ス」使用時 ニ於 テハ,注 射後何 レモ

直 チニ下降 スルニ反 シ,連鎖 状球菌 「アンチ

ヴ イルス」使用時 ニ於 テハ注射 後何 レモ直 チ

ニ血壓上騰 ス.次 ニ3種 「アンチ ヴイ ルス」ノ

各々ヲ血壓變動 ニ就 キテ其ノ對 照肉汁使用成

績 ト比較 スベ シ.先 ヅ大腸菌 「アンチヴイ ル

ス」(PH 8.6)使 用時 トPH 8.5肉 汁 使用時 トヲ比

較 スル ニ,前 者 ニ於テハ注射直後血歴 ハ稍 々

徐 々ニ下降 シ,次 イデ一時上昇 ノ傾向 ヲ認 メ,

其 ノ注射量ニ依 リテハ一時正常域 ヲ脱 シテ却

ツテ一時血壓上騰 ヲ來 セルモノアルヲ觀ル.

而 シテ後徐々ニ再 ビ下降 スルモ,次 イデ緩徐

ニ上昇 シ,其 ノ大量(Pro kg 2.5 cc)使 用時 ニ

輕度ノ血壓降下 ヲ残存スルヲ除 キテハ何 レモ

正常 ニ恢復 ス.然レ ドモPH 8.5肉 汁使用時 ニ

於 テハ,注 射直後何 レモ稍 々急速ニ上昇 ヲ來

スモ正常域 ヲ脱 スル コトナク直 チニ急速 ニ下

降 シ次 イデ緩徐 ニ上昇 シテ其 ノ大量(Pro kg

2.5cc)使 用時 ニ於 テ輕度 ノ血壓降下 ヲ殘存 ス

ル外,何 レモ略ボ正常ニ恢復 ス.而 シテ肉汁

(PH 8.5)使 用時 ニ於テハ大腸菌 「ア ンチヴイ

ルス」使用時 ニ於ゲ ル場 合ニ比 シ其ノ血壓降

下 ノ程度大ナ リ.以 上 ノ諸點 ヨ リ推 シテ,大

腸菌「ア ンチヴ4ルス 」ハ其 ノ注射時ニ於テ血

壓 ヲ多少上昇 セシムルモノア リト思惟 サル可

シ.次 ニ葡萄状球 菌「アンチヴイルス」(PH8.5)

使 用時 トPH 8.5肉汁 使用時 トヲ比較 スルニ,

其 ノ同一量注射 ノ場合 ヲ照合スルニ,一 般 ニ

略ボ相似タル變動 ヲ起 シ,其 ノPro kg 2.5cc

使 用 時 ニ於 テ多少前者ニ於 テ其 ノ血壓 下降 ノ

恢復 スルコ ト遲延スルモ,他 ハ何 レモ其 ノ恢

復速ナルノ感 ア リ.而 シテ其 ノ血壓 降下 ノ程

度 ハ兩者略ボ相等 シ.依 テ葡萄状球菌 「アン
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チヴイルス」 ハ,其 ノ注射時ニ於テ,血 壓 ニ

影響 ヲ及 ボス可 キ物質 ノ甚 ダ僅少ナルヲ想 ハ

シム.次 ニ連鎖 状球菌 「ア ンチヴ イル ス」(PH

6.0)使 用時 ニ於 テハPH 6.0肉 汁 使用時 ニ比 シ

著 シキ相違 ヲ觀ル.即 チ前者 ニ於テハ注射後

直 チニ徐 々 ニ血壓上昇 シ,次 イデ徐 々ニ下降

シテ正常ニ復 スルカ又 ハ却 ツテ正常 ヨリモ輕

度 ノ血壓降下 ヲ來 スモノァルモ,Pro kg 2.5cc

使用 時 ニ於 テノ ミ輕度 ノ血壓降下 ヲ殘存 スル

外,他 ハ全 ク正常 ニ復歸 ス.然 レ共PH 6.0肉

汁 使用時ニ於テハ何 レモ注射後稍 々高度 ノ血

壓降下 ヲ來 シ,次 イデ恢復 ニ向ヘ リ.而 シテ

Pro kg 2.5cc使 用 時 ニ於 テハ前者 ト同樣輕度

ノ血壓 降下 ヲ殘存 ス.依 テ連鎖 状球菌 「ア ン

チヴイルス」 ハ其 ノ注射時 ニ於 テ一過性 ノ血

壓上騰 ヲ招來 セシムル物質 ノ多量 ヲ含有 スル

モノ ト思惟 サルベ シ.之 等「ア ンチヴイルス」

ノ血壓波 ノ變動ハ其 ノ使用液PHニ 依 テ左右 サ

ル可 キヤ一考 ヲ要 スル處 ニシテ,余 ハ正常肉

汁(PH 7.2)使 用 ノ實驗 ヲモ併 セ施 行 シタ リ.

即 チ前述PH 8.5竝 ニ6.0肉 汁 使用時 ト正常肉

汁使用時 トヲ比較 スルニ,肉 汁ノ中性ニ 近ヅ

クニ從 ヒ血壓降下ノ度ハ僅少 ニシテ且其ノ恢

復 モ亦比較的速ナル モ,「 アルカ リ」性側ニ移

動 セル時稍 々其ノ降下大,酸 性側 ニ移動セ ル

時最 モ高度 ノ下降 ヲ來 シ,其 ノ何 レノ側 ニ移

動 セル時 ニ於 テモ血壓 ノ恢復稍 々遲 ル.而 シ

テ何 レノ肉汁注射 ノ場合 ト雖モ多少 ノ差異 コ

ソア レ何 レモ血壓降下 ヲ來 スベ キモノナ リ.

換 言 スレバ肉汁注射時 ノ血壓ハ多少其 ノPHニ

依 テ影響 サルル ト雖モ,注 入直後 ニ於 テ下降

ヲ來 スハ事實 ナル可 シ.猶 ホ之 ト比較 スベク

食鹽 水注入ヲ施 シ檢セルニ注 入直後何 レモ輕

度 ノ血壓上 騰 ヲ起 スモ,其 ノ大量使用時 ニ於

テ稍 々其 ノ程度大ナ リ.

以 上記述 セシ如ク,3種 「アンチヴイルス」

ノ注 入直後 ニ於ケル一 過性 血壓上騰 ヲ來 ス可

キ物質含有量 ハ連鎖 状球 菌「アンチヴ イルス」

ニ於テ最 モ豊富ニ シテ,大 腸菌竝 ニ葡萄状 球

菌「アンチヴイル ス」ニ於 テ僅小又ハ皆無ナ リ

ト思惟 サル.然 レ共之等「アシチヴイルス」使

用時 ノ上騰或 ハ下降ハ荷レ モ一過性 ニシテ暫

ク之 ヲ觀察ス レバ,何 レノ場合 ニ於 テモ,其

ノ大量(Pro kg 2.5 cc)使 用 時 ニ於 テ輕度 ノ

血壓降下 ヲ殘存 スル外,略 ボ正常血壓ヲ保有

ス.而 シテ其ノPro kg 1.0cc使 用 時ニ 於テハ

注入直後ノ血壓 ノ變動モ機小ニシテ又其ノ恢

復 モ速 ナ リ.

一 方呼吸作用ニ 於テハ3種 「ア ンチヴイル

ス」使用時ニ於チモ,將又 各種PH肉 汁使用時

ニ於 テモ,其 ノ使用量 ノ如何ニ關 セズ,或 ハ

呼吸 深大,或 ハ淺薄 ヲ來スモノア レ共,之 等

呼吸 ノ變動 ハ輕度ニシテ且血壓 ノ變動 ノ奮ニ

復 スル ヲ待 タズ シテ何 レモ正常 ニ復歸 ス.

之 ヲ要 スルニ,3種 「アンチヴイルス」ノ靜

脉内注射ハ其 ノ使用 量2.5ccノ 如 ク大 量ナル

時ハ血壓 ニ輕度 ノ降下ヲ殘存 スレ共,其 ノ使

用量Pro kg 2.0cc以 下 ナル時ハ,一 過性 ノ輕

度 ノ血壓竝 ニ呼吸 ノ變動 ヲ招來 スルニ過 ギズ

シテ,暫 時 ニシテ全 ク正常 ニ復歸 スルモノナ

ルヲ以 テ,Pro kg 2.0cc以下 ノ量ニ於 テハ血

壓竝 ニ呼吸 ニ關 スル限 リ安全ニ施 行シ得 ルモ

ノ ナレ 共,其 ノPro kg 1.0ccノ 量ニ 於 テ ハ 血

壓竝 ニ呼吸 ノ一過 性變動猶ホ一層 輕微 ナルヲ

以テ,何 等 ノ危懼 モナク施行 シ得 ベシ.
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大 腸 菌,葡 萄 状球 菌竝 ニ連 鎖 状 球 菌「ア ンチヴ イ ル ス」ノ靜脉 内

使用 ノ際ニ於ケル家兎血壓竝ニ呼吸ニ及ボス影響ニ就テ
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大腸菌,葡 萄状球 菌竝 ニ連鎖 状球菌 「アン

チヴイ ルス」ノ 靜脉内注射ハ其 ノ使用量Pro

kg 2.0cc以下 ニ於テハ血壓竝 ニ呼吸ニ及 ボス

影響ハ一 過性 ニシテ而モ輕度 ナルヲ以テ之等

ヲ顧慮 スル事ナク使用 シ得ルモノナ リ.然 レ

共,Pro kg 1.0cc以 下 ニ於テハ其 ノ影響更 ニ

輕 微ニ シテ,些 ノ危懼 ナク安心 シテ施行 シ得

ベ シ.

擱筆スルニ當リ御指導 ト御校閲ヲ賜ハリシ恩師津田教授ニ深謝ス.

尚ホ實驗方法ニ對シテ御高教ヲ賜ハ リシ藥理學教室奥島教授ニ深謝ス.
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